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　2019年６月29日（土）に第７回一般社団
法人協同総合研究所総会（通算29回）を日
本労協連会議室で開催する。そこで今年
度総括と来年度方針を検討するが、本研
究所だよりは個人の視点から、昨年度の
振り返りを行いたい。
　昨年度は「労働者協同組合法」制定が
間近にありながらも、その制定後におこ
るべき課題や展望を研究テーマにおい
た。それは2018年度の「協同の發見誌」
のテーマからも言える。

　協同の發見誌の特集テーマは、研究所
の１か月の研究活動の軸を決めるもので

あると考え作成してきた。今後の特集
テーマとしては、法制化後を見据えると
ともに、中長期的な視野で協同・協同労
働を考えるテーマを見定めることが必要
であると考えている。
　昨年度の研究活動で、個人的に印象深
かったのは「協同組合関係研究所の座談
会（５月11日）」「日本協同組合学会大会
を初めて労協連を会場に開催（５月12
日）」「スペイン訪問（９月20日～10月８
日）」「協同総研関西会員集会（３月23日）」

「寄附講座３か所→９か所の広がり」「全
国よい仕事研究交流集会2019での37名の
コメンテーターとの交流」等である。そ
のうち２つを取り上げたい。
　１つ目は協同組合関係研究所の座談会
である。これは日本協同組合学会が労協
連で開催されるのを記念して、私の個人
的なつながりから、７研究所の有志が集
まり開催した。それは各協同組合の連合
会組織は規模が大きく業種ごとに分断さ
れているが、研究所同士は母体となる協
同組合はありながらも、比較的規模が小
さく、自由に協同ないし協同組合の考え、
研究内容を同じテーブルで話せると感じ
たからである。その後、日本協同組合連
携機構（以下：JCA）発足を機に研究所間
の連携を推進したいとの意図とが重なり、
約１年後の2019年５月14日にJCAが主催
し、「第１回協同組合関係等研究組織交流
会」を城南信用金庫で開催した。本交流

2018年４月
（305） 全国よい仕事研究交流集会2018①

2018年５月
（306） 全国よい仕事研究交流集会2018②

2018年６月
（307） 協同組合間連携の戦略と可能性

2018年７月
（308） 協同労働の協同組合の組織化

2018年８月
（309） 協同労働運動の質的転換

2018年９月
（310）

「ワーカーズコープ論」寄附講座
運動②

2018年10月
（311）

差別・排除に抗して共に生き、共
に働くこと

2018年11月
（312）

農・エネルギー分野における循環
型経済・社会づくり

2018年12月
（313）

連帯経済の社会化と労働者協同組
合（スペイン訪問）

2019年１月
（314） 協同組合における人財戦略

2019年２月
（315）

労働者協同組合法制化後を見据え
ての協同労働ネットワークの展望

2019年３月
（316）

「ワーカーズコープ論」寄附講座
運動③

研究所だより 相良　孝雄
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研究所だより

会では21団体が参加し、開催できたこと
は大変嬉しかった。尽力いただいたJCA
の文珠正也さんには感謝したい。その企
画準備の実行委員の一人として関わるな
かで、このような場を持てたことは、研
究所間の横のつながりをつくり、協同組
合研究の課題と展望を描く意味で、大き
なヒントをいただく機会となった。城南
信用金庫顧問の吉原毅さんは「シンクタ
ンクの役割は本来あるべき協同組合の理
想を発信すること」との話に刺激され、
研究所として理想を問い続けるとともに、
その問いの答えを各協同組合と連携して
実装化していくのが研究所の役割である
と改めて感じた。また懇親会の際に、明
治大学名誉教授で協同総研顧問の中川雄
一郎さんは「今まで研究組織が一堂に会
して懇談する機会がなかった。今日はと
ても良かった」と感想を話されていた。
今後の交流会のあり方含めて、実行委員
団体のメンバーとも相談しながら、協同
組合研究組織間の交流・学び・研究を大
いに進めたい。

　もう一つは協同総研関西会員集会であ
る。2006年以降、東京以外での協同総研
会員集会が開かれていなかったが、今回
は関西で開催した。関西会員集会を通じ
て、会員同士の交流を通じて、関西地域
での労働者協同組合運動のネットワーク
の強化ができたのではないか。開催の
きっかけや動機としては、酒井京子会員
から開催したいとの意思、関西在中の会
員が多くいること、大学のまちである京
都で大学とのつながり（寄附講座の可能
性）、映画ワーカーズの上映等があった。
今後は他地域でも会員集会を企画した
い。ぜひ会員の皆さんから会員集会への
立候補も含めて、お寄せいただきたい。
　2019年度は「労働者協同組合法」（仮称）
制定を見越した上で、毎月の研究成果で
ある『協同の發見』誌を、より市民・労
働者自らが協同労働でよりよい社会をつ
くることを軸に作成したい。そのために
会員の皆さんとの信頼関係をより深めら
れるような今年度にしたい。

協同総研関西会員集会 第１回協同組合関係等研究所交流会
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研究所活動日誌（2019.4.16〜5.15）

15–16日（月–火）
17日（水）

18–19日（木–金）
21日（日）
22日（月）
24日（水）

25–26日（木–金）
27–28日（土–日）

7日（火）

8日（水）
9日（木）
13日（月）
14日（火）
15日（水）

協同総研事務局合宿（熱海）
全国協同集会�in�kanagawa実行委員会
センター事業団全国事業所長会議
Earthday�Tokyo�2019参加、2019川崎協同集会
トロント大学神崎邦友さんと懇談
沖縄キリスト教学院大学ワーカーズコープ論出講（相良）、牧野篤氏学習会
センター事業団　本部長・事務局長会議
第19回全国菜の花サミット�in�那須野が原、JYCフォーラム理事会

センター事業団東京中央よい仕事ステーション会議、津富宏（静岡県立大学）
さん・学生と動画会議（スペイン訪問に際して）
全国協同集会�in�kanagawa事務局会議、労協連合同５役会議
協同総研事務局会議
協同労働立ち上げハンドブック会議、松岡公明さん告別式、本部シンポシオン
第１回協同組合関係等研究組織交流会（城南信用金庫）
協同総研期末監査

４月

５月

2018年度　協同総合研究所　総会予定
◆第７回一般社団法人協同総合研究所総会（通算29回）６/29（土）10：30～13：00

◆総会記念フォーラム　14：00～17：00
　海外調査：イタリアコミュニティ協同組合調査報告
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研究所活動日誌・今後の予定

今後の活動予定（2019.5.16〜6.30）

17日（金）
18日（土）

20日（月）
24日（金）
25日（土）
28日（火）
29日（水）
30日（木）
31日（金）

3日（月）
4日（火）
6日（木）
10日（水）
12日（水）

13日（木）
18日（火）

19日（水）

20日（木）
21–23日（金‐月）
29日（土）

30日（日）

センター事業団本部総代会議
第５回協同総研理事会、研究会
「労働者協同組合法」（仮称）の仕組みについて
報告者　山本�幸司さん（日本労協連副理事長）「『労働者協同組合法』の経過」
島村�博さん（協同総合研究所理事長）「法案骨子の内容について」
全国協同集会�in�kanagawa実行委員会
立教大学NPO論出講（相良）、日本協同組合学会理事会
日本協同組合学会春季大会（駒澤大学）
第３回協同労働研究会、若田さんと懇談
協同労働立ち上げハンドブック会議
労協連理事会、第３回協同組合法制度のあり方研究会出講（相良）
センター事業団本部長・事務局長会議、センター事業団全国人事務局員候補
研修振り返り会議

協同集会事務局会議
労協連合同５役会議、協同総研事務局会議
社会的企業研究会運営委員会
全国協同集会�in�kanagawa実行委員会
千葉大学ワーカーズコープ寄附講座講義（伊丹謙太郎さん）（６/12～７/31各
水曜日に開催）
本部シンポシオン
専修大学社会教養特別講座（内山哲朗さん）（６/18～７/９の火曜日の計４回）
出講（相良）
山梨県立大学就労支援論（下村幸仁さん）（６/19～７/24の水曜日の計５回）出
講（相良）
労協連理事会
労協連総会、センター事業団総代会
第７回一般社団法人（通算29回）協同総合研究所総会、総会記念フォーラム「イ
タリア研究調査報告他」、懇親会
日本協同組合学会新理論研究会（名古屋）

５月

６月
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